
景観規制の充実等に向けた基本的な考え方（案）

１．はじめに

（１）眺望景観創生条例の概要

資料６

・ 京都市では,平成19年9月から京都の優れた眺望景観や借景の保全,創出を図るため,標高によ
る規制手法も導入した「京都市眺望景観創生条例」を制定した。
・ 「時を超え光輝く京都の景観づくり審議会」において選定された38箇所の優れた眺望景観や借景
の保全,創出を図っている。

（２）視点場，視対象等の定義

・ 神社,寺院,城,御所その他の歴史的な建造物又は公園,河川,橋りょう,道路その他の公共性
の高い場所で,優れた眺望景観を享受することができる場所

① 視点場とは

・ 優れた眺めの対象となるもので,山並み,河川,歴史的な建造物,趣のある町並み,自然と一体
となった伝統文化としての事物等

②視対象とは

眺望景観保全地域 概 要

眺望空間保全区域
視点場から視対象への眺望を遮らないように建築物等の最高部が超えてはならな
い標高を定める区域

近景デザイン保全区域
視点場から視認することができる建築物等が,優れた眺望景観を阻害しないよう形
態・意匠について基準を定める区域

遠景デザイン保全区域
視点場から視認することができる建築物等が,優れた眺望景観を阻害しないよう外
壁,屋根等の色彩について基準を定める区域（近景デザイン保全区域を除く。）

（３）８つの眺めの種類と,現在の視点場状況（38箇所）

境内の眺め 通りの眺め

山並みへの眺め 「しるし」への眺め

(1)上賀茂神社
(2)下鴨神社
(3)東寺
(4)清水寺
(5)醍醐寺
(6)仁和寺
(7)高山寺
(8)西芳寺
(9)天龍寺

寺社等の境内とその背景にある空間とが
一体となって形成する景観

幹線道路や歴史的な町並み等の通りの先にある
自然や歴史的建築物等とが
一体となって形成する景観

(18)御池通
(19)四条通
(20)五条通
(21)産寧坂

伝統的建造
物群保存地
区内の通り

河川と山並みと市街地とが
一体となって形成する景観

自然と一体となった目印や伝統文化を象徴する歴史的な建造物
を一定の視点場から眺めるときのその目印と視点場と視界に入る

市街地とが一体となって形成する景観

(26)賀茂川右岸
からの東山

(27)賀茂川両岸
からの北山

(28)桂川左岸
からの西山

(29)賀茂川右岸からの「大文字」
(30)高野川左岸からの「法」
(31)北山通からの「妙」
(32)賀茂川左岸からの「船」
(33)桂川左岸からの「鳥居」
(34)西大路通からの「左大文字」
(35)船岡山公園からの「大文字」

「妙」法」「船」「左大文字」

水辺の眺め 庭園からの眺め

風情ある水辺空間と周辺の建築物等とが
一体となって形成する景観

(22)濠川・宇治川
派流

(23)疎水

庭園とその背景にある自然とが
一体となって形成する景観

(24)円通寺
(25)渉成園

見晴らしの眺め 見下ろしの眺め

河川を通して眺めるときの山並みと市街地とが
一体となった景観

視点場から眺める盆地景としての
市街地の町並み,家並の景観

(36)鴨川に架かる
橋からの鴨川

(37)渡月橋下流か
らの嵐山一帯

(38)大文字山から
の市街地

(10)金閣寺
(11)銀閣寺
(12)龍安寺
(13)本願寺
(14)二条城
(15)京都御苑
(16)修学院離宮
(17)桂離宮

・ 京都市では,全国に先駆けて，これまで様々な景観政策を行ってきている。
・ 山ろく部や山際等に風致地区を指定し，高さや建ぺい率，デザイン規制や緑地の確保定めるとともに，市
街地では美観地区を指定し，地域ごとにきめ細やかに地区の指定を行い，建物のデザイン基準を定めている。
・ また，市街地のほとんどで高度地区を指定し，高さ制限を行うなど，景観の保全を行っている。
・ 平成19年9月には，「眺望景観創生条例」を制定し，これまでの地区ごとのコントロールだけでなく，優れた
眺望景観や借景の保全のため，特定の場所からの眺めを保全するという規制を行っている。
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≪京都の景観の基盤となるもの≫
①京都の都市の基盤となる山なみや河川などの自然への眺め
②三方の山々に囲まれた“盆地景”を見下ろす眺め
③山と祭礼とが融合した大文字五山の送り火への眺め
④山などの自然を借景とした庭園からの眺め
⑤山などをアイストップとする道路
⑥京都の重要な景観資源である世界遺産等歴史的な建造物からの眺め
⑦京都の重要な景観資源である歴史的な町並みからの眺め

≪緊急的に保全施策を講じる必要性≫
①より広範囲で景観への配慮が求められている世界遺産の周辺
②市街地が近接していること
⇒建築物の高さやデザインについて新たに規制しなければ,
近い将来眺望景観や借景が損なわれる可能性がある場所

２．既存の眺望視点場（38箇所）選定プロセス （平成18年度当時）

・「時を超え光り輝く京都の景観づくり審議会」において選定された,38箇所の「守っていきたい京都の眺
望景観や借景」が,眺望景観保全地域に指定された。

第7回 審議会

●候補の第1次抽出
眺望景観の視対象候補：157件
借景景観候補 ：114件

●候補の第2次抽出 ：597件
自然 ：239件
人工物 ：358件

●守っていきたい京都の眺望景観・
借景の具体例抽出の考え方
・ 京都の景観の基盤となるもの
・ 緊急的に保全措置が必要

委員意見

・近景視対象もふくめるべき
・京都の景観は「自然」と「人工物」
が融合したものである
・文献資料を充実してはどうか

時を超え光り輝く京都の景観づくり審議会

① 視対象として保全してきたもの
② 市民意見・文献
③ 事務局提案（俯瞰）

【補足】 歴史資料等に基づき追加
・ 自然（山等）の追加
・ 歴史的遺産の追加（文化財
の追加）

第8回 審議会

●「守っていきたい京都の眺望
景観や借景」 ：38箇所

・京都の景観構成の基盤となる“盆地景”を構成するものとして,「山や山並み」,「河川や水辺空間」は欠
くことのできない重要な構成要素と捉える。

・人工物については,歴史都市・京都という特徴から歴史的遺産に重点をおく。

① 抽出の視点

（４）残していきたい眺望景観の市民提案

・現在選定されている38箇所以外にも,京都には優れた眺望景観や借景が数多くある。
・眺望景観創生条例では,残していきたい京都の眺望景観や借景に関して,市民等から提案することが
できる制度を設けており,提案された内容が京都の優れた眺望景観の保全,創出にふさわしいと認めら
れた場合は,条例に基づき,具体的な保全策を講じていく。

⇒ 「守っていきたい歴史的景観」として，現在，市民提案募集中（平成28年9月30日まで）

≪京都市眺望景観創生条例≫
第7条 何人も,京都の優れた眺望景観の創生にふさわしいと思慮する一団の土地の区域について,別に

定めるところにより,市長に対し,眺望景観保全地域として指定することを提案することができる。
2 市長は,前項の提案があった場合において,その提案の内容が京都の優れた眺望景観の創生にふ
さわしいものと認めたときは,前条の規定により,その提案に係る区域を眺望景観保全地域として指
定することができる。

② 抽出の方法

・下記の参考文献や,市民提案,その視対象が有する特性（世界遺産への指定や風致地区などの法規
制の指定状況等）等を踏まえ,合計597件を抽出。

抽出の対象 参考資料等

風致保全計画等で保全対象
とされている山や社寺等

風致保全計画,自然風景保全計画,美観地区―運用と目的,伝
建地区保存計画

市民意見 守っていきたい京都の眺望景観（平成17年３月実施）

歴史資料,文献,絵画等

京童,京童跡追,都林泉名所図会,花洛名所図会,宇治川両岸一
覧,都名所図会,拾遺都名所図会,帝都雅景一覧,京都府―新風
土記1958―,東山三十六峰,日本の歴史地名体系27京都市の
地名,能因歌枕（広本）,旧一号書庫写真資料,矢野家写真資
料目録,昭和京都名所図会,雍州府志,京都パノラマ館

歴史的資産 世界遺産,文化財（建造物）,文化財（史跡・名勝）

山 国土地理院発行の地形図

俯瞰景観 事務局提案

 自然 小計 239 件 

山（山並み） 223 件 

河川 11 件 

池沼 3 件 

公園 2 件 

 人工物 小計 358 件 

 橋梁 6 件 

 社寺・庭園等 221 件 

 町並み等 13 件 

 集落 3 件 

 俯瞰 7 件 

 近代の建造物 105 件 

 現代の建造物 3 件 

 合計 597 件 
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３．景観規制の充実等に向けた検討方針について

③ 景観重要度及び緊急度による分類の考え方

高

景
観
重
要
度

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ低

緊急度低 高

≪景観重要度の考え方（案）≫

１）世界文化遺産，国宝，重要文化財，史跡・名勝等の位置付けがあるものは，文化的な見地から類まれ
なるものとして周辺の環境や景観を一体的に保全していく。

２）建物単体に歴史的・文化的価値があるだけでなく,その周辺の町並みや眺めと一体をなす景観を保全していく

例）世界遺産等の歴史的な寺社の境内地や史跡からの眺め，山などの自然を借景とした庭園からの眺め，歴
史的な町並みからの眺め 等

≪緊急度の考え方（案）≫

１）より広範囲で景観への配慮が求められている世界遺産等の周辺であること

２）市街地が近接していること（⇒建築物の高さやデザインについて新たに
規制しなければ,近い将来眺望景観や借景が損なわれる可能性がある場所）

３）現行規制が比較的緩いこと

② 平成18年度の検討過程（守っていきたい京都の眺望景観）を継承・拡充した候補の選定

【基本】
１）平成26年度歴史的景観の保全に関する具体的方策検討調査において調査対象の61エリア
２）平成28年度「守っていきたい歴史的景観」の提案結果

【継承・拡充（※一部重複あり）】
３）平成18年度の最終候補である597件（⇒既存の38箇所も含む） ／等

・平成26・27年度の検証事業を踏まえ，それぞれの歴史的景観の状況（景観重要度,緊急度等）に応じて,
必要な具体的施策（素案）を効果的に組み合わせて活用する。

① 歴史的景観の状況に応じて,具体的施策（素案）を効果的に組み合わせて活用

Ⅰ：景観重要度・
緊急度が
極めて高い
グループ

眺望景観
保全地域等の
追加指定

丁寧な景観審査

Ⅱ:景観重要度・
緊急度がともに
比較的高い
グループ

Ⅲ：景観重要度
又は緊急度が
比較的低い
グループ

柱①喪失の危機にある歴史的景観
を保全するための景観規制の充実

柱②歴史的景観を保全するとともに,
より良い景観へと誘導する有効な
支援策

建物の修理・樹木の維持管理等への支援充実

歴史的資産の解体・除却情報の早期入手
住民・行政・専門家の協議・提案のしくみ

柱③市民や事業者，寺社等との協働に
よる景観づくりの推進

地域景観づくり協議会制度等の推進・発展

４．景観規制の充実に関する今後の進め方（案）

第2回

基本的な考え方（選定方法等）についての協議

市民提案結果+検討会での意見を踏まえた考え方の整理

景観規制の充実が必要な寺社等候補一覧の提示

景観重要度及び緊急度
による分類Ⅰ案の提示

景観重要度 緊急度

分類Ⅱ,Ⅲ案の提示

現地調査

個別カルテの作成

具体的施策（素案）の調整

寺社等への
個別ヒアリング調査

第3回

第1回
（今回）

視点場や見直し地域の情報の整理
景観区域図の作成第4回

≪現行規制が厳しい事例≫
■市街化区域
・高度10m以下
・風致地区

■市街化調整区域
・歴史的風土保存区域
・歴史的風土特別保存地区

エ
リ
ア
規
制

支
援
・
対
話

コアと関連する寺社

周辺の
京町家等の界わい景観

の形成

眺望保全 柱①
【丁寧な景観審査の範囲】
物理的な距離感だけでなく、
コアと周辺まちの歴史性、
関係性による設定

柱②，柱③
【支援・対話】

市民、事業者、寺社等との
対話・協力関係の構築

景観に関する情報の共有・発信

参
道
や
門
前

柱①
【門前・参道等の内⇔外の

一体的な景観】
境内から参道・門前を見る景観
参道・門前から境内を見る景観

コア

Ⅰ：極めて高い
グループ

Ⅱ:比較的高い
グループ

Ⅲ：比較的低い
グループ

≪検証結果に基づく課題と対応策のイメージ≫
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